
第八次宮崎県農業・農村振興長期計画 後期計画（素案）に関する意見募集の結果について

１　意見募集期間　　令和７年１２月８日（月）から令和８年１月７日（水）まで

２　意見件数　　　　１５名　計２３件

いただきました御意見の要旨及びそれに対する県の考え方については以下のとおりです。

1 37
農業生産人口を維持、拡大するためには、スマー
ト化等により、収益性の高い生産構造を確立する
ことが必須であり、急務。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(2)
や第3編基本計画第2章2(1)①②に記載のとおり、
スマート農業技術を十分に活用できるよう、技術
の推進はもとより、地域計画を踏まえた迅速な区
画拡大等の基盤整備や農地の集積・集約化に取り
組んでまいります。

2 42

中山間地域では少子高齢化、過疎化、担い手・後
継者不足が深刻化。儲かるのに離農する、後継者
を作らない。集落協定の広域化、スマート農業推
進が、いつまで持続に繋がるのか。一方で、後継
者がいる小規模兼業農家もいるため、営農継続の
手厚い支援をお願いしたい。

御意見を踏まえ、第2編重点プロジェクト(3)の構
成を修正するとともに、第3編基本計画第2章3(1)
①②にも記載のとおり、集落機能の維持・強化や
中山間地域の所得向上などに向け、省力化や労働
力の確保、新たな支援体制づくり等に取り組んで
まいります。

3 45

現在、農業法人に勤務しており、この春就農予
定。就農にあたり私は手厚い支援をもらえている
が、手薄な地域もあると聞く。就農時の支援を各
機関が連携して実施する体制が必要。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(1)
や第3編基本計画第2章1(1)に記載のとおり、県及
び関係機関が一体となって、研修から就農後の技
術や経営面での支援体制を強化し、就農前から就
農後の経営安定までの切れ目ない支援に取り組ん
でまいります。

4 45

品目毎の就農トレーニング体制は良い。人を呼び
込むこともだが、農業に定着させることも重要。
特に南那珂地域は担い手が不足、外国人の就農に
も支援があるとうれしい。農業で必要な資格取得
支援があると業務の幅が広がり、定着もしやす
い。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(1)
や第3編基本計画第2章1(1)(2)に記載のとおり、
就農前の相談から就農後の経営安定・発展までの
支援を強化するとともに、外国人材を含めた各資
格取得等の支援の充実を図ってまいります。

5 45

地域のリーダー的な人材の育成、農業体験等を通
した農業・自然の魅力等への理解醸成、農村の景
観を含めた維持、地域の人々との協力が必要。ま
た、行政やJAが連携して農業者と、地域の方々を
つなぐ体制を早急に構築して欲しい。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト
(1)(3)や第3編基本計画第2章3(1)にも記載のとお
り、地域の中核的人材の育成、省力化や高収益化
に向けた産地づくりをはじめ、多様な産業との連
携や農村維持に向けた支援体制づくり、農村地域
の資源を活用した関係人口の構築等に取り組んで
まいります。

6 45

畜産（特に繁殖）農家の研修については、多頭農
家と比べ、小頭農家の方が牛の観察、給餌等に注
力できるので妥当考える。また、選定規準には受
精らんの移植成功率や、牧草の栽培能力などを、
複数を設定するのが妥当だと考える。

御意見を踏まえつつ、研修の内容や対象者等の設
定に取り組んでまいります。

7 45

畜産に携わる女性の活躍を後押しするため、また
日頃、牛の世話や観察を主に行う女性の技術向上
のため、女性を対象とした研修会を実施してほし
い。研修会を通して女性同士の繋がりを作ること
でやる気の向上や地域活性化までも担うと考え
る。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(2)
や第3編基本計画第2章1(1)③、第3章8などに記載
のとおり、畜産の生産性向上に向けた営農指導を
展開するとともに、女性農業者のネットワークづ
くり等に引き続き取り組んでまいります。
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8 46

人材確保に向けて、初期投資を抑えるため、リー
ス方式の就農団地整備は良い。今後、空きハウス
も増えていく中でハウスを移設し団地化も可能。
規模拡大や就農団地整備の補助も検討いただきた
い。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(1)
や第3編基本計画第2章1(1)に記載のとおり、リー
ス方式による就農団地の整備や、地域内での空き
ハウスの有効活用などについて支援し、人材を確
保してまいります。

9 46
今後は承継が大事だと思う。地域の中で、辞める
人のハウスをまとめながら、規模拡大の人や新規
就農の人に引き継いでいけると良いと思う。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(1)
や第3編基本計画第2章1(1)に記載のとおり、地域
内での空きハウスの有効活用などについて支援
し、人材確保や規模拡大に取り組んでまいりま
す。

10 47

露地野菜で就農予定で、畑かんを活用予定。散水
器具を購入したいが、初期投資額を抑えたいた
め、新規就農の場合は導入が難しい。畑かんの工
事地区では、高い補助があると聞いているが、既
に畑かんがある農地で就農する場合は補助が受け
られないと聞いているので、就農時の支援が欲し
い。

御意見を踏まえ、第2編重点プロジェクト(2)や第
3編基本計画第2章2(1)②に記載のとおり、計画的
な営農ができるよう、市町村等の関係機関と一体
となって畑地かんがい施設の整備と併せて散水器
具の導入促進に取り組んでまいります。

11 47

中山間地では、小区画、変形、湿田等の条件不利
地が多い。また、地主も多く区画整理も困難。
国、県が母体となる組織が土地を買い上げ区画整
理後に貸し出す、またはオーナー制度による都会
の人々を巻き込んだ環境維持などができないか。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(2)
や第3編基本計画第2章2(1)②に記載のとおり、地
域計画を踏まえた地域農業の将来等に関する合意
形成を支援しながら、農地中間管理機構等の関係
機関と連携して農地の集積・集約化に取り組んで
まいります。

12 47

スマート農業技術の活用には農地の集積・集約化
が必要であるが、全く進んでいない。現況と将来
の意向を再度調査し、地域の中核となる大規模農
家や農業法人等に情報を共有、集積・集約化して
いく必要。併せて、耕作可能面積が広い圃場等を
優先的に導入を斡旋する必要。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(2)
や第3編基本計画第2章2(1)②に記載のとおり、ス
マート農業技術を十分に活用できるよう、地域計
画を踏まえた迅速な区画拡大や農地中間管理機構
等の関係機関と連携して農地の集積・集約化に取
り組んでまいります。

13 47
スマート農業技術の導入には、導入後のデメリッ
ト、例えばドローン防除における抵抗性なども評
価する必要。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(2)
や第3編基本計画第2章3(2)④に記載のとおり、ス
マート農業技術の導入にあわせて、防疫の観点で
の技術の開発・実証・普及にも取り組んでまいり
ます。

14 48
スマート農業はハウスではだいぶ進んきていると
思う。露路関係では、農地をまとめることを進め
てから、導入していくべきと思う。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(2)
や第3編基本計画2(1)②に記載のとおり、スマー
ト農業技術を十分に活用できるよう、地域計画を
踏まえた迅速な区画拡大や農地の集積・集約化に
取り組んでまいります。

15 61

スマート化に伴う基礎的な知識、例えばハウス内
でのネット回線の導入なども現場で教えてほし
い。また、その導入に対する補助を出してほし
い。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(2)
や第3編基本計画第2章2(1)①に記載のとおり、ス
マート農業技術を使いこなす人材の育成に向けて
取り組んでまいります。

16 62

地域計画はこれから農地の集約や大区画化などで
非常に重要だが、具体的に将来を見越した計画を
策定した地域は少ないと聞く。これからどのよう
に地域計画を進めていくのか。

第2編重点プロジェクト(2)や第3編基本計画第2章
2(1)②に記載のとおり、地域農業の将来等に関す
る合意形成を支援しながら、計画の実現に向けた
農地の集積・集約化に取り組んでまいります。
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17 67

パレット輸送は、特に青果物においては産地側が
コストを負担しており、進みずらい。計画におい
てパレット輸送をすることが目的になっているの
で、パレット輸送することで得られる効果を目標
に設定したほうが良いと思う（例：作業時間の短
縮　○○時間等）

御意見を踏まえつつ、第3編基本計画第2章2(2)①
に記載のとおり、荷物管理のＤＸや省力機器導入
と合わせて荷役改善の事例創出に取り組んでまい
ります。

18 68
様々なコストが上昇しており、産地努力では厳し
いため、価格転嫁の取組、取引先・消費者への啓
蒙等を強化してほしい。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(3)
や第3編基本計画第2章3(2)⑦に記載のとおり、農
産物の価格形成に対する消費者への理解醸成に国
とも連携しながら取り組んでまいります。

19 78
職業柄､食べる物の安全性には気を付けている。
有機農産物の生産拡大と合わせて、県内でも購入
しやすくしてほしい。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(3)
や第3編基本計画第2章3(2)⑥に記載のとおり、環
境に優しい農業の展開として有機農業の生産拡大
や販路拡大等に取り組んでまいります。

20 79

農畜産物の合理的な費用を考慮した価格形成など
に対しての理解が非常に重要。単なる広報活動だ
けに留まらず、実効性のある取り組みはあるの
か。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(3)
や第3編基本計画第2章3(2)⑦に記載のとおり、農
産物の価格形成に対する消費者への理解醸成に国
とも連携しながら取り組んでまいります。

21 80

お米の値段が少し高いと感じる。本県では、県民
が食べる分のお米を生産できないのか。生産でき
ているのであれば、農家の所得・やる気にも配慮
しつつ、県民向けに、今よりも安く提供すること
はできないのか。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(2)
や第3編基本計画第3章1に記載のとおり、県民を
はじめ消費者への米の安定供給に向け、主食用米
と加工用米や飼料用米等のバランスのとれた米づ
くりを推進するとともに、水田の受け皿となる経
営体の規模拡大やスマート農業技術の導入等によ
る生産性向上などに取り組んでまいります。

22 81
スマート技術の活用での生産量の増は分かるが、
施設が老朽化する中、建設費用は高騰し投資に踏
み切れない。長寿命化も必要だが、限度がある。

御意見を踏まえつつ、第2編重点プロジェクト(1)
や第3編基本計画第2章１(1)、第3章2に記載のと
おり、ハウスの長寿命化に加え、空きハウスの承
継や低コストハウスの普及など、基盤の維持・拡
大に取り組んでまいります。

23 87

肉用子牛の出荷率については目標数値が記載され
てますが、まずは母牛頭数の維持・確保が最優先
だと思いますので、母牛頭数の目標数値も記載す
べきではないでしょうか。

御意見のとおり、肉用子牛出荷の基礎となる、母
牛頭数の維持・確保が最優先と認識しており、後
期計画の中で肉用牛生産基盤の維持・構築に取り
組むこととしております。目標数値としまして
は、後期計画で取り組む「生産性向上の取組」に
よる出荷頭数が増加するという成果も含めた目標
設定としております。


